（Concept Note非公式訳）
IORA 水産養殖・漁業ビジネス会合および展示会
A. はじめに（INTRODUCTION）
地球表面の72％を占める海洋は、地球上の生命にとって不可欠な存在です。インド洋は、複数の大陸・島嶼国・小島嶼開発途上国（SIDS）から構成されるIORA加盟国を結びつける共通の財産です。
ブルーエコノミーは、海洋が持つ大きな潜在力を活用し、イノベーション、発展、繁栄につなげるための非常に有望な新たな分野です。世界銀行（2016年）によれば、海洋関連分野が世界全体にもたらす経済的価値は、年間約1.5兆米ドルに達するとされています。
そのため、海洋生態系と海洋資源を持続可能な形で管理することは非常に重要です。IORAでは、2014年に「ブルーエコノミー」が導入されて以来、加盟国の関心を集め、世界的にも大きな関心と可能性を持つ分野となっています。
漁業と水産養殖は、IORA加盟国が特に重視している分野の一つです。漁業は食料を提供するだけでなく、IORA地域の沿岸地域社会にとって重要な収入源でもあり、食料安全保障や貧困削減に重要な役割を果たしています。
インド洋地域は世界の漁業生産量の約14％（Zeller et al., 2023）、世界の水産養殖生産量の約24％を占めています。21世紀に入り、世界の食料安全保障や栄養確保における漁業・水産養殖の重要性がますます認識されています。
2019年には、水産食品が世界約33億人の平均的な動物性たんぱく質摂取量の少なくとも20％を占めていました。
一方で、漁業は経済成長や豊かさを生み出す重要な分野であるにもかかわらず、海洋資源を持続可能な形で管理・利用するための世界的な取り組みが進められている中でも、さまざまな課題に直面しています。
例えば、
· 海洋生息環境の劣化
· 海洋資源の過剰利用・枯渇
· 海洋汚染
などが進み、海洋が必要不可欠な資源やサービスを持続的に提供する能力が損なわれています。
水産物への需要が増加する中、天然水産資源には大きな漁獲圧がかかっています。世界銀行（2018年）によると、世界の魚類資源の約90％が過剰漁獲、枯渇、完全利用、または資源回復の途上にあるとされています。
そのため、水産養殖は漁業への圧力を軽減するための有力な選択肢の一つとなっています。水産養殖は漁業者に食料や生計手段を提供するだけでなく、輸出を通じて外貨を獲得し、各国の経済成長にも貢献しています。

B. 提案（PROPOSAL）
水産養殖は、天然水産資源の過剰利用や、魚に対する需要の増加に対応する手段として考えられています。現在、水産養殖は人間が消費する水産物供給量の55％以上を占めています。
インド洋地域においても重要な産業であり、2021年の生産量は約2,900万トンで、IORA地域の総水産物生産量の約57％を占めています。
IORAでは、持続可能な水産養殖の発展が重要課題として位置付けられており、加盟国はこれまで複数の会合や会議を通じて、民間企業やビジネス界など、関係するステークホルダーとの連携の必要性を認識してきました。
実際、これまで採択された「ブルーエコノミー宣言」においても、以下の点が強調されています。
· 官民連携（PPP）の推進
· ブルーエコノミーの発展におけるビジネス界の参加
· 生産性の向上
· マーケティング活動の強化
· ブルーエコノミーの持続可能な発展に向けた技術移転
これらを踏まえ、**オマーンは「IORA水産養殖・漁業ビジネス会合および展示会」**を開催することを提案しています。
これは、漁業・水産養殖に焦点を当てた3日間の大規模かつ包括的なイベントであり、IORA加盟国の代表者や、オマーンの漁業関係企業のCEOなど、主要な関係者を集めることを目的としています。
イベントを通じて、
· 意義のある議論を行う
· 協力関係を構築する
· 漁業・水産養殖産業の可能性を紹介する
ことを目指します。
イベントのテーマ
「Trading Platform（Full Supply Chain）」
＝「取引プラットフォーム（サプライチェーン全体）」
このテーマは、漁業・水産養殖産業全体を包括的に捉え、持続可能な成長のためには、効率的で途切れのないサプライチェーンが重要であることを強調するものです。
漁業・水産養殖産業が抱える多様な課題と機会について議論し、協力と成長を促進するための包括的な対話の場を作ることを目指します。
また、知識・情報の交換、協力、漁業・水産養殖分野におけるビジネス機会の開拓を行うための総合的なプラットフォームを構築します。
これは、IORAにおける漁業・水産養殖分野で初めてのビジネス会合となる予定です。
官民連携を促進し、
· インフラ整備
· イノベーション
· 技術移転
· 人材・技能開発
· 投資
· 雇用促進
· 経済成長
· 海洋資源の持続可能な利用
などを通じて、漁業・水産養殖分野の持続可能な発展を目指します。
また、この提案は、IORA漁業管理コアグループの作業計画とも一致しており、特に「IORA地域における魚類貿易の拡大」という戦略目標10に関連しています。
さらに、「IORA加盟国間の貿易関係強化：輸出市場へのビジネスマッチング」という活動の実施にも貢献します。

C. 目的（AIMS AND OBJECTIVES）
このビジネス会合の具体的な目的は以下のとおりです。
1. IORA加盟国で行われている取り組みや優良事例（ベストプラクティス）について情報共有する。
2. 民間企業やビジネス界が抱える課題、ギャップ、強みを明らかにする。
3. 共通して関心のある現在および新たな課題を特定し、漁業・水産養殖分野の貿易を促進するために、各国の取り組みの相乗効果や貿易メカニズム・手続きを検討する。
4. 地域で利用されている最新の革新的技術について情報交換を行い、企業間ビジネス（B2B）の機会を作る。
5. IORA地域の漁業・水産養殖関連の民間企業同士のネットワークを構築する。
6. 漁業・水産養殖に関わる民間企業間で、新たなビジネス機会を探る。

D. 期待される成果（EXPECTED OUTCOMES）
1. IORA地域の漁業・水産養殖に関わる企業や関係者間のネットワークが強化される。
2. この分野が抱えるギャップ、弱点、課題が明確になる。
3. ビジネス機会が発掘される。
4. 革新的な技術について情報共有が行われる。
5. 経験や優良事例（ベストプラクティス）が共有される。

E. 会合の形式・参加者（MEETING FORMAT AND PARTICIPATION）
ビジネス会合・展示会は3日間開催することが想定されています。
参加予定者
1. IORA加盟国および対話パートナー
2. IORA漁業管理コアグループ（CGFM）のメンバー・代表者
3. IORA地域の漁業・水産養殖関連民間企業
4. 科学者、学者・研究者、ブルーエコノミーおよびブルー技術の専門家
5. 国際機関・国連機関
6. ビジネス関係者、民間企業
7. IORA加盟国の商工会議所
イベントの構成
1日目：ビジネス会合
· パネルディスカッション
· メインテーマ「Trading Platform（Full Supply Chain）」についての議論
· ネットワーキングおよび知識共有セッション
1～3日目：漁業分野の展示会
· IORA地域の漁業関連企業による製品、サービス、イノベーションの紹介
· ネットワーク構築、パートナーシップ、ビジネス開発のための場を提供

F. 推奨イベントプログラム（RECOMMENDED EVENT PROGRAMME）
イベントでは、IORA加盟国の漁業・水産養殖産業が抱える課題に対応し、その機会を活用して持続可能な発展につなげるため、以下の分野を重点的に取り上げます。
① 物流上の課題（コールドチェーン・輸送ルート）
· 水産物の保存のため、コールドチェーン・インフラを改善する方法や技術を議論
· 効率を高め、環境への影響を減らす
· 経済・政治的状況や物流コストについて議論
② 貿易円滑化（Trade Facilitation）
· 国境を越えた取引をスムーズにするため、貿易手続きを簡素化・効率化する仕組み
· 漁業分野における国際協力による貿易円滑化の可能性
· 政府間（G2G）および二国間協定による貿易促進
③ 漁業分野における貿易技術・イノベーション
· 電子商取引（Eコマース）と将来の市場プラットフォーム
· 漁業・水産養殖で利用される最新技術の紹介・議論
④ 二国間貿易・規制・コンプライアンス
· 漁業分野に影響する二国間貿易協定や規制について議論
· 持続可能な漁業を実現するため、国際基準を遵守する重要性を確認
⑤ ブルーファイナンス
· 持続可能な漁業・水産養殖を支援するための資金調達モデルや投資機会について議論
· ブルーファイナンスにおける官民連携の可能性を検討
⑥ サプライチェーン
漁業・水産養殖産業の持続可能性と収益性を実現するためには、十分に統合されたサプライチェーンが重要であることを強調します。
サプライチェーンの各段階で、関係者間の協力・調整をどのように強化できるかを検討します。

G. 開催国およびスポンサー（PROPOSED HOST AND SPONSORS）
オマーン政府は、IORA漁業支援ユニット（FSU）を通じて、インド洋地域における漁業・水産養殖分野の持続可能な発展に取り組んでいます。
これまでIORA加盟国の会合でさまざまな提言が出されてきましたが、特に漁業・水産養殖分野におけるIORAの関与は限定的でした。
この状況を改善するため、オマーン政府は今回の**「IORA水産養殖・漁業ビジネス会合および展示会」**を開催することを提案しています。
目的は、
· IORA地域における漁業貿易の強化
· 漁業・水産養殖に関わる民間企業・企業間のネットワーク強化
です。
スポンサー候補
· オマーン農業・漁業・水資源省（MAFWR）
· インド洋リム協会（IORA）
· 民間企業
· その他
